
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第十三回 李香蘭が見た中国と日本



一
九
三
一
年
に
日
本
軍
が
起
こ
し
た
満

鉄
爆
破
事
件(

柳
条
湖
事
件)

を
発
端
と
し

て
、
日
中
両
国
は
十
四
年
あ
ま
り
に
お
よ

ぶ
戦
争
へ
と
突
入
す
る
。

そ
う
し
た
中
、
旧
満
州(

中
国
東
北
部)

に
生
ま
れ
、
銀
幕
と
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
、

日
中
両
国
民
か
ら
愛
さ
れ
た
ス
タ
ー
が
い

た
。
山
口
淑
子
、
中
国
名
李
香
蘭
で
あ
る
。

今
回
の
講
義
で
は
、
彼
女
の
眼
を
通
し

て
見
た
戦
時
下
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



ドラマ李香蘭(テレビ東京・角川映画 2007年)より
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第一節 撫順時代



父・山口文雄と母・アイ

幼
年
時
代
の
李
香
蘭

〔
解
説
〕

李
香
蘭
、
本
名
山
口
淑
子
は
一
九
二
〇

年
、
中
国
東
北
部
の
撫
順
に
生
ま
れ
た
。

父
・
山
口
文
雄
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
の
社
員
で
中
国
語
の
講
師
を
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
淑
子
は
幼
い
頃
か
ら
父
の
指

導
を
受
け
、
中
国
語
を
学
ん
で
い
た
。



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 満州事変（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天に転居。

1934年 14歳 父の友人を頼って北京の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

撫順



幼
年
時
代
の
李
香
蘭

「
幼
稚
園
時
代
、
父
は
ひ
ま
が
あ
れ
ば
私

を
机
の
前
に
す
わ
ら
せ
、
一
対
一
で
中
国

語
の
発
音
を
教
え
て
く
れ
た
が
、
小
学
校

に
あ
が
る
と
、
自
分
が
講
師
を
し
て
い
た

満
鉄
研
修
所
の
中
国
語
夜
間
講
座
に
出
席

さ
せ
た
。
私
は
教
室
の
最
後
列
に
す
わ
ら

せ
ら
れ
、
大
人
た
ち
に
ま
じ
り
一
人
前
の

生
徒
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た
。
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
六
頁)



柳
条
湖
事
件
と
平
頂
山
事
件

〔
解
説
〕

一
九
三
一
年
、
山
口
淑
子
が
十
一
歳
の

時
、
日
本
軍
の
現
地
部
隊
が
南
満
州
鉄
道

鉄
道
を
爆
破
し(
柳
条
湖
事
件)

、
こ
れ
を

中
国
軍
に
よ
る
破
壊
活
動
と
し
て
、
満
州

全
土
を
占
領
し
た
。

翌
三
二
年
、
日
本
が
清
朝
の
廃
帝
・
溥

儀
を
執
政
と
し
て
満
州
国
の
建
国
を
宣
言

す
る
と
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
が
撫
順
炭
鉱
を
襲

い
、
日
本
軍
は
そ
の
報
復
と
し
て
近
隣
部

落
の
住
民
を
大
量
虐
殺
し
た(

平
頂
山
事

件)

。



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天に転居。

1934年 14歳 父の友人を頼って北京の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

奉天(瀋陽)



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天に転居。

1934年 14歳 父の友人を頼って北京の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

平頂山(撫順)



NHK BSプレミアム 世界・わが心の旅「李香蘭～遥かなる旅路」より



李
香
蘭
が
目
撃
し
た
殺
害

「(
家
の)

窓
を
開
け
る
と
周
囲
が
に
わ
か

に
騒
々
し
く
な
り
、
お
お
ぜ
い
の
男
た
ち

が
声
高
に
話
し
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。
一

行
は
憲
兵
と
私
服
の
日
本
人
だ
っ
た
。
そ

の
先
頭
に
眼
か
く
し
を
さ
れ
、
う
し
ろ
手

に
縛
り
あ
げ
ら
れ
た
中
年
の
中
国
人
が
、

縄
尻
を
と
っ
た
憲
兵
に
こ
づ
か
れ
、
ヨ
ロ

ヨ
ロ
と
歩
い
て
い
た
。
中
国
人
は
そ
の
服

装
か
ら
苦
力
頭
の
感
じ
だ
っ
た
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
頁)



李
香
蘭
が
目
撃
し
た
殺
害

「
一
行
は
苦
力
頭
を
広
場
の
真
中
に
あ
る

大
き
な
松
の
木
に
縛
り
つ
け
、
眼
か
く
し

を
と
っ
た
。
中
国
人
の
顔
は
私
の
ほ
う
を

む
い
て
い
る
。
私
は
、
窓
か
ら
お
そ
る
お

そ
る
異
様
な
光
景
を
見
守
っ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
縛
ら
れ
た
人
の
眼
が
私
を
見
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。

周
囲
に
中
国
人
、
日
本
人
が
ど
ん
ど
ん
ふ

え
て
き
た
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
頁)



李
香
蘭
が
目
撃
し
た
殺
害

「
や
が
て
鉄
砲
を
持
っ
た
憲
兵
が
、
大
声

で
何
か
を
問
い
た
だ
し
は
じ
め
た
。
ど

な
っ
て
い
る
の
は
わ
か
る
が
、
そ
の
内
容

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
苦
力
頭
は
唇
を
か

み
し
め
て
土
気
色
の
顔
を
そ
む
け
た
ま
ま
、

一
言
も
答
え
よ
う
と
し
な
い
。
憲
兵
は
、

さ
ら
に
大
き
な
声
で
ひ
と
し
き
り
わ
め
い

た
が
、
や
は
り
口
を
開
か
な
い
。
憲
兵
の

声
は
ま
す
ま
す
荒
く
な
る
。
が
、
視
線
を

そ
ら
し
た
ま
ま
、
返
事
を
し
な
い
。
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
頁)



李
香
蘭
が
目
撃
し
た
殺
害

「
ア
ッ
と
い
う
ま
も
な
か
っ
た
。
憲
兵
は

手
に
し
た
鉄
砲
を
逆
さ
に
持
ち
か
え
る
と
、

そ
の
台
尻
で
中
国
人
の
額
を
力
ま
か
せ
に

殴
っ
て
い
た
。

私
が
思
わ
ず
眼
を
つ
む
っ
た
と
き
に
は
、

も
う
殴
り
終
わ
っ
て
い
て
、
鉄
砲
が
空
間

に
描
く
大
き
な
弧
の
残
像
だ
け
が
瞼
に
焼

き
つ
い
て
い
た
。
つ
ぎ
の
瞬
間
、
う
な
だ

れ
た
姿
勢
の
男
の
額
か
ら
お
び
た
だ
し
い

血
が
胸
を
つ
た
っ
て
流
れ
た‥

‥
 

」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
頁)



平
頂
山
事
件(

一
九
三
二
年
九
月)

〔
解
説
〕

平
頂
山
事
件
と
は
、
日
本
が
所
有
し
、

南
鉄
道
株
式
会
社
が
経
営
を
行
っ
て
い
た

撫
順
炭
鉱
が
抗
日
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
を
受
け

た
こ
と
へ
の
報
復
と
し
て
、
日
本
軍
の
撫

順
守
備
隊
が
事
件
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
た

平
頂
山
部
落
の
住
民
を
虐
殺
し
た
事
件
。

そ
の
経
緯
を
撫
順
炭
鉱
の
日
本
人
元
職

員
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

撫順炭鉱



撫
順
炭
鉱
日
本
人
元
職
員
の
証
言

「
（
撫
順
）
守
備
隊
は‥

‥

撫
順
炭
鉱
内

部
に
ス
パ
イ
が
い
て
匪
賊
に
警
備
状
況
を

通
報
し
て
い
た
、
と
断
定
し
て
、
匪
賊
襲

来
の
足
だ
ま
り
と
な
っ
た
平
頂
山
部
落
住

民
が
最
も
怪
し
い
と
睨
ん
だ
。(

中
略)

同
部
落
を
捜
査
し
た
と
こ
ろ
、
前
夜
の

襲
撃
現
場
か
ら
の
盗
品
が
発
見
さ
れ
た
の

で‥
‥

同
部
落
住
民
が
匪
賊
と
行
動
を
と

も
に
し
た
、
と
の
結
論
を
得
た
。
」

満
鉄
東
京
撫
順
会
編
『
撫
順
炭
鉱
終
戦
の
記
』

（
一
九
七
三
年
）



撫
順
炭
鉱
日
本
人
元
職
員
の
証
言

「
（
そ
こ
で
）
老
若
男
女
を
問
わ
ず
住
民

全
員
を
崖
下
に
横
隊
に
並
べ
る
と‥

‥

機

銃
掃
射
に
よ
り
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。

当
時
私
ど
も
日
本
人
社
員
も
、
困
っ
た

こ
と
を
し
て
く
れ
た
も
の
だ
、
と
密
か
に

こ
ぼ
し
な
が
ら
、
防
衛
隊
員
の
手
で
死
体

に
重
油
を
か
け
て
火
葬
に
し
、
崖
の
上
に

火
薬
を
仕
掛
け
て
土
砂
を
崩
し
、
こ
れ
を

葬
っ
た
。
」

満
鉄
東
京
撫
順
会
編
『
撫
順
炭
鉱
終
戦
の
記
』

（
一
九
七
三
年
）



平
頂
山
惨
案
遺
址
紀
念
館

〔
解
説
〕

一
九
七
一
年
に
事
件
現
場
の
発
掘
が
行

わ
れ
、
女
性
や
幼
児
を
含
む
約
八
〇
〇
体

の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
現
場
は
、
遺
骨
と
と
も
に
平
頂
山

惨
案
遺
址
紀
念
館
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

る
。



平頂山惨案遺址紀念館内に保存された事件の発掘現場





平頂山事件の記念碑



李
香
蘭
が
目
撃
し
た
殺
害

「
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
私
た
ち
一
家

は
、
奉
天
に
引
越
す
こ
と
に
な
っ
た‥

‥

父
は
憲
兵
隊
に
拘
引
さ
れ
て
取
調
べ
を
受

け
た
。
通
敵
、
つ
ま
り
裏
切
り
行
為
の
容

疑
で
あ
る
。‥

‥

通
敵
の
容
疑
は
晴
れ
た
が
、
撫
順
に
居

づ
ら
く
な
っ
た
父
は
、
長
年
住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
、
友
人
を
頼
っ
て
奉
天
に
居

を
移
す
こ
と
を
決
意
し
た
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
頁)



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北京の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

奉天(瀋陽)



第二章 北京留学時代



北
京
へ
の
留
学

〔
解
説
〕

平
頂
山
事
件
で
撫
順
か
ら
奉
天(

現
在

の
瀋
陽)
に
転
居
し
た
淑
子
は
、
一
九
三

四
年(

昭
和
九
年)
、
十
四
歳
の
時
、
父
の

友
人
・
潘
毓
桂
を
頼
っ
て
北
平(

現
在
の

北
京)

へ
行
き
、
潘
淑
華
の
名
で
翊
教
女

子
中
学
に
留
学
し
た
。



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

北平(北京)



北
京
に
留
学
し
た
李
香
蘭
は
、
そ
こ
で

下
宿
先
の
潘
毓
桂(

は
ん
い
く
け
い)

の
第

二
夫
人
か
ら
、
日
本
人
の
あ
る
癖
を
改
め

る
よ
う
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
癖
と
は
？

①
中
国
人
の
友
達
を
見
下
し
た
よ
う
な

態
度
を
と
る
こ
と

②
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、
す
ぐ
に

笑
顔
を
見
せ
る
こ
とＱ



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

学
校
生
活
に
も
慣
れ
、
劣
等
感
を
抱
い

て
い
た
北
京
語
に
も
自
信
が
つ
い
て
き
た

が
、
風
俗
習
慣
ま
で
改
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
東
娘(
潘
毓
桂
の
第
二
夫
人)

が
私
を
正
房
に
よ
ん
で
忠
告
し
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

「
人
様
に
何
か
言
わ
れ
る
と
、
す
ぐ
笑
い

か
え
す
癖
が
あ
る
が
、
な
ぜ
笑
う
の
か
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

「
意
味
も
な
い
の
に
愛
想
笑
い
す
る
こ
と

を
中
国
で
は
売
笑
と
い
っ
て
軽
蔑
さ
れ
ま

す
。
」

そ
う
い
え
ば
、
私
た
ち
日
本
人
は
『
男

は
度
胸
、
女
は
愛
敬
』
と
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
教
え
こ
ま
れ
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
こ
と

が
女
性
ら
し
さ
の
表
わ
れ
と
思
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
中
国
で
は
、
プ
ラ
イ
ド
の
な
い

追
従
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

東
娘
は
こ
う
も
言
っ
た
。

「
日
常
の
あ
い
さ
つ
で
点
頭(

軽
い
会
釈)

す
る
の
は
よ
い
け
れ
ど
、
日
本
人
の
よ
う

に
深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
の
は
よ
し
な
さ

い
。
卑
屈
に
見
え
ま
す
。
」

こ
の
忠
告
は
、
身
に
し
み
て
あ
り
が
た

か
っ
た
。山

口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

私
は
、
学
校
で
友
人
に
話
し
か
け
ら
れ

て
も
無
理
に
笑
わ
ず
に
返
事
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
道
で
行
き
あ
っ
て
も
、
立
ち
ど

ま
っ
て
頭
を
下
げ
る
こ
と
を
や
め
た
。
友

人
た
ち
は
「
都
会
生
活
に
慣
れ
て
き
た
わ

ね
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

の
ち
に
私
は
欧
米
で
生
活
す
る
が
、
ア

メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
こ
と
あ
い

さ
つ
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
中
国
と
同
じ
で

あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
熊
度
は
、
逆
に

日
本
人
に
は
、
暖
か
み
が
な
く
、
傲
慢
に

映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
学
期
末
に
奉
天
の
実

家
に
帰
る
と
、
昔
か
ら
躾
（
し
つ
け
）
の

き
び
し
か
っ
た
母
が
「
淑
子
は
、
大
都
会

に
出
て
か
ら
生
意
気
に
な
っ
て
礼
儀
作
法

が
ダ
メ
に
な
っ
た
」
と
嘆
い
た
も
の
で
あ

る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



日
本
人
の
微
笑

〔
解
説
〕

日
本
人
の
微
笑
は
、
外
国
人
に
し
ば
し

ば
違
和
感
や
不
快
感
を
与
え
て
い
た
。

日
本
文
化
を
深
く
理
解
す
る
小
泉
八
雲

(L
afcad

io
H

earn
)

は
、
こ
れ
を
「
自
ら

を
極
限
ま
で
抑
え
た
思
い
や
り
」
＊
と
呼

び
、
外
国
人
の
無
理
解
に
異
議
を
唱
え
た
。

＊
小
泉
八
雲
「
日
本
人
の
微
笑
」
（

『
知
ら
れ

ぬ
日
本
の
面
影
』
第
二
集
所
収
）
。
原
文
は

p
o
liten

ess carried
 to

 th
e u

tm
o
st p

o
in

t 

o
f self-

ab
n
eg

atio
n



日
本
人
の
微
笑

横
浜
に
い
る
あ
る
婦
人
か
ら
、
使
用
人

に
つ
い
て
の
奇
妙
な
話
を
聞
い
た
の
を
思

い
だ
し
た
。

「
先
日
、
私
の
乳
母
が
何
か
嬉
し
い
こ
と

で
も
あ
っ
た
よ
う
に
笑
い
な
が
ら
こ
う
言

う
の
で
す
。
主
人
が
亡
く
な
り
葬
儀
に
出

る
の
で
休
み
を
く
だ
さ
い
、
と
。
私
は
い

い
わ
よ
、
行
き
な
さ
い
と
言
い
ま
し
た
」

小
泉
八
雲
「
日
本
人
の
微
笑
」
一
八
九
三
年
五
月

（
『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
第
二
集
所
収
）



日
本
人
の
微
笑

「‥
‥

午
後
に
な
っ
て
、
彼
女
が
帰
っ
て

来
た
と
き
、
骨
の
入
っ
た
壷
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
（
中
に
歯
が
入
っ
て
い
る
が
見

え
ま
し
た
）
『
こ
れ
が
主
人
で
す
』
と
。

そ
う
言
い
な
が
ら
、
本
当
に
笑
っ
た
の
で

す
。
こ
ん
な
嫌
な
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
あ

り
ま
す
か
？
」

小
泉
八
雲
「
日
本
人
の
微
笑
」
一
八
九
三
年
五
月

（
『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
第
二
集
所
収
）



日
本
人
の
微
笑

愛
し
て
い
た
は
ず
の
人
が
亡
く
な
っ
た

ば
か
り
な
の
に
、
な
ぜ
笑
っ
て
話
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
私
に
も
な
か
な
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
笑
い
は
自

ら
を
極
限
ま
で
抑
え
た
思
い
や
り
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

「
あ
な
た
は
不
幸
な
事
件
と
お
考
え
に
な

る
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
か
そ
ん
な
つ
ま
ら

な
い
こ
と
に
お
心
を
悩
ま
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
」

小
泉
八
雲
「
日
本
人
の
微
笑
」
一
八
九
三
年
五
月

（
『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
第
二
集
所
収
）



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

北平(北京)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

中
国
人
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
人

ら
し
さ
を
失
い
、
日
本
人
で
あ
ろ
う
と
す

れ
ば
、
中
国
人
か
ら
誤
解
さ
れ
る─

─

こ

の
二
律
背
反
の
悩
み
は
、
風
俗
習
慣
だ
け

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
終
戦
時
ま
で

つ
き
ま
と
う
が
、
も
っ
と
も
悲
し
か
っ
た

の
は
、
祖
国
・
日
本
と
故
国
・
中
国
と
の

対
立
が
次
第
に
激
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と

だ
っ
た
。山

口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



李
香
蘭
の
異
文
化
体
験

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
の
日
常
会
話
に
も

「
反
日
」
「
排
日
」
「
抗
日
」
な
ど
の
言

動
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
表
面
化
し
、
地
下
運
動

に
参
加
す
る
友
人
も
で
て
き
た
。
そ
う
し

た
悩
み
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
こ

と
こ
そ
、
最
も
つ
ら
い
悩
み
で
あ
る
。
耐

え
ら
れ
な
く
な
る
と
、
私
は
よ
く
太
廟
に

出
か
け
て
古
木
の
並
木
を
散
歩
し
な
が
ら

思
い
き
り
泣
い
た
も
の
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
七
四
頁)



第三節 満映時代



李
香
蘭
の
誕
生

〔
解
説
〕

一
九
三
八
年(

昭
和
十
三
年)

、
十
八
歳

に
な
っ
た
山
口
淑
子
は
、
新
京(

現
在
の

長
春)

に
あ
っ
た
日
本
の
国
策
映
画
会
社

満
州
映
画
協
会
の
専
属
女
優
と
な
り
、
李

香
蘭
の
名
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

李香蘭 孟虹



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女子中学に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

新京(長春)



NHK BSプレミアム 世界・わが心の旅「李香蘭～遥かなる旅路」より



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国。大陸三部作
(「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」)を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没

新京(長春)



李
香
蘭
は
、
満
州
建
国
博
覧
会
に
参
加

す
る
た
め
日
本
へ
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た

と
き
、
「
飛
び
あ
が
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ

た
」
と
い
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

①
日
本
に
し
か
な
い
ご
ち
そ
う
が
食
べ

ら
れ
た
か
ら

②
日
本
に
行
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
か

ら

Ｑ



祖
国
日
本
へ
の
旅

満
州
建
国
博
覧
会
に
満
映
代
表
の
日
満

親
善
女
優
使
節
と
し
て
私
と
孟
虹
が
選
ば

れ
た
と
き
は
飛
び
あ
が
る
ほ
ど
う
れ
し

か
っ
た
。
憧
れ
の
日
本
。
私
は
未
知
の
祖

国
日
本
を
文
化
と
教
養
の
先
進
国
と
思
い

こ
ん
で
い
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)

李香蘭 孟虹



祖
国
日
本
へ
の
旅

新
京
か
ら
満
鮮
国
境
の
町
安
東(

現
・

丹
東) 

を
経
て
、
鴨
緑
江
を
渡
り
、
朝
鮮

半
島
の
釜
山
へ
、
さ
ら
に
関
釜
連
絡
船
で

下
関
へ
入
港
し
た
の
は
、
出
発
し
て
四
日

目
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)

新京(長春)

安東(丹東)

下関

釜山



祖
国
日
本
へ
の
旅

下
関
へ
入
港
す
る
前
夜
、
そ
れ
ま
で
の

長
旅
の
疲
れ
も
忘
れ
た
私
は
、
興
奮
の
あ

ま
り
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
緑

に
か
す
む
島
影
が
し
だ
い
に
大
き
く
な
り
、

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
見
る
日
本
が
眼
の
前

に
あ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



李
香
蘭
は
初
め
て
訪
れ
た
日
本
で
意
外

な
体
験
を
す
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
体

験
か
？

①
入
国
の
際
に
警
官
か
ら
服
装
に
つ
い

て
叱
責
さ
れ
た

②
初
め
て
訪
れ
た
日
本
で
多
く
の
フ
ァ

ン
に
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た

Ｑ



NHK BSプレミアム 世界・わが心の旅「李香蘭～遥かなる旅路」より



祖
国
日
本
へ
の
旅

水
上
警
察
の
係
官
が
上
船
し
て
き
て
旅

券
の
検
閲
が
は
じ
ま
っ
た
。
手
際
よ
く
進

み
、
ま
ず
日
本
人
客
が
下
船
し
、
つ
ぎ
が

外
国
人
の
番
で
、
一
人
一
人
降
り
て
い
く
。

私
た
ち
二
人
は
警
察
官
の
前
に
立
っ
た
。

孟
虹(

写
真
右)

は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ

る
と
す
ぐ
下
船
を
許
さ
れ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

つ
い
で
私
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
、
警

官
が
う
な
ず
き
、
行
け
と
い
う
身
ぶ
り
を

し
た
の
で
通
り
す
ぎ
る
と
、

「
お
い
、
ち
ょ
っ
と
お
前
、
も
ど
っ
て
こ

い
」

と
呼
び
と
め
ら
れ
た
。

「
も
う
一
度
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
ろ
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

旅
券
を
さ
し
だ
す
と
、
警
官
は
私
の
顔

と
見
く
ら
べ
な
が
ら
吐
き
だ
す
よ
う
に
ど

な
っ
た
。

「
貴
様
！
そ
れ
で
も
日
本
人
か
」

私
の
旅
券
に
は
〈
山
口
淑
子
、
芸
名
・

李
香
蘭
〉
と
記
載
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

「
お
い
、
そ
の
格
好
は
な
ん
だ
、
え
？
」

彼
は
私
の
中
国
服
を
指
さ
し
て
舌
う
ち

し
た
。

「
い
い
か
、
日
本
人
は
一
等
国
民
だ
ぞ
。

そ
れ
で
貴
様
、
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

孟
虹
は
言
葉
の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
そ
の

場
の
異
常
な
雰
囲
気
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
、

不
安
気
に
私
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
。
私

は
あ
ま
り
に
恥
ず
か
し
く
て
彼
女
に
事
態

を
説
明
で
き
な
か
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

私
が
「
没
什
麼(

何
で
も
な
い
の)

」
と

小
声
で
言
う
と
、
警
官
は
、
中
国
語
で
言

葉
を
か
わ
し
て
い
る
こ
と
に
ま
た
腹
を
た

て
た
。

「
こ
の
恥
っ
さ
ら
し
め
。
日
本
帝
国
臣
民

な
ら
日
本
語
を
使
え
、
日
本
語
を
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



祖
国
日
本
へ
の
旅

私
に
は
、
警
官
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
い
ば

り
ち
ら
し
て
中
国
人
で
あ
る
こ
と
を
い
や

し
め
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
返
す
言
葉
も
な

く
、
孟
虹
の
手
を
ひ
い
て
船
を
下
り
た
。

こ
れ
が
夢
に
ま
で
見
て
い
た
日
本
の
第

一
歩
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



大
陸
三
部
作
の
撮
影

〔
解
説
〕

一
九
三
九
年(

昭
和
十
四
年)

、
十
九
歳

の
時
、
日
満
親
善
女
優
使
節
と
し
て
初
め

て
母
国
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
李
香
蘭
は
、

当
時
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
長
谷
川
一
夫
と
と

も
に
「
大
陸
親
善
映
画
」
と
呼
ば
れ
る
、

一
連
の
国
策
映
画
に
出
演
す
る
。

こ
れ
ら
の
映
画
に
出
演
し
た
こ
と
で
、

李
香
蘭
は
戦
後
、
漢
奸
裁
判
に
か
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

『熱砂の誓い』



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国。大陸三部作
「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没



大
陸
三
部
作
の
撮
影

『
白
蘭
の
歌
』
は
大
陸
進
出
の
夢
を
甘
い

ロ
マ
ン
ス
に
託
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
、

「
大
陸
親
善
映
画
」
な
る
路
線
の
ハ
シ
リ

だ
っ
た
。‥

‥
‥

『
支
那
の
夜
』
は
上
海
が
舞
台
で
、
私
の

役
は
、
長
谷
川
一
夫
さ
ん
の
船
員
に
救
わ

れ
る
戦
争
孤
児
の
中
国
娘
。

『
熱
砂
の
誓
い
』
は
北
京
が
舞
台
で
、
日

本
人
土
木
技
師
と
声
楽
を
勉
強
す
る
た
め

日
本
留
学
中
の
中
国
娘
と
の
国
境
を
越
え

た
恋‥

‥

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)

『熱砂の誓い』



大
陸
三
部
作
の
撮
影

長
谷
川
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
こ
れ

ら
大
陸
三
部
作
は
、
い
ず
れ
も
日
満
青
年

男
女
の
恋
に
抗
日
分
子
が
か
ら
み
、
波
瀾

万
丈
の
大
活
劇
の
末
に
二
人
が
め
で
た
く

結
ば
れ
る
と
い
う
大
陸
進
出
を
正
当
化
し

た
お
定
ま
り
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(
新
潮
社
一
九
八
七
年)

『熱砂の誓い』



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
あ
ら
す
じ

〔
解
説
〕

船
員
長
谷
哲
夫
と
山
下
仙
吉
は
、
上
海

の
酒
場
で
日
本
人
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

て
い
た
中
国
人
の
娘
・
桂
蘭
を
救
う
。

桂
蘭
は
日
本
人
に
恩
を
受
け
る
こ
と
を

嫌
い
、
働
い
て
借
り
を
返
す
と
い
っ
て
長

谷
と
山
下
の
住
む
ホ
テ
ル
に
付
い
て
く
る
。

風
呂
で
汚
れ
を
落
と
し
た
桂
蘭
の
美
し

さ
に
長
谷
は
驚
く
と
と
も
に
、
自
ら
の
誠

意
あ
る
行
動
に
よ
っ
て
、
桂
蘭
の
日
本
人

に
対
す
る
憎
し
み
を
解
こ
う
と
決
意
す
る
。



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
あ
ら
す
じ

桂
蘭
は
実
は
上
海
の
資
産
家
の
娘
で

あ
っ
た
。
し
か
し
戦
争
で
家
と
家
族
を

失
っ
た
た
め
、
日
本
人
を
恨
ん
で
い
た
。

あ
る
日
、
高
熱
を
出
し
た
桂
蘭
は
、
長

谷
や
ホ
テ
ル
の
日
本
人
住
人
た
ち
か
ら
手

厚
い
看
護
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
病
が
癒

え
た
桂
蘭
は
、
再
び
粗
暴
な
態
度
で
人
々

の
好
意
を
拒
絶
す
る
。
怒
っ
た
長
谷
は
、

つ
い
に
桂
蘭
の
頬
を
打
っ
て
し
ま
う
。

桂
蘭
は
、
自
分
の
頑
な
な
心
を
反
省
し
、

同
時
に
長
谷
へ
の
想
い
に
気
付
く‥

‥



戦
後
の
漢
奸
裁
判
の
中
で
、
こ
の
映
画

の
一
シ
ー
ン
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
は

ど
の
シ
ー
ン
か
？

①
日
本
軍
の
攻
撃
で
建
物
の
ほ
と
ん
ど

が
倒
壊
し
た
シ
ー
ン

②
李
香
蘭
扮
す
る
中
国
人
少
女
が
平
手

打
ち
さ
れ
る
シ
ー
ン

『支那の夜』の撮影風景

Ｑ



映画「支那の夜」(1940年)



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
問
題
シ
ー
ン

こ
の
映
画
で
も
っ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
、
李
香
蘭
扮
す
る
少
女
・
桂
蘭
が
日

本
人
船
員
・
長
谷
哲
夫(

長
谷
川
一
夫)

に

殴
ら
れ
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
他
人
様
か
ら

殴
ら
れ
た
の
は
は
じ
め
て
で
、
本
当
に

び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁)



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
問
題
シ
ー
ン

私
は
こ
の
四
十
数
年
前
の
シ
ー
ン
を
痛

さ
の
記
憶
だ
け
か
ら
お
ぼ
え
て
い
る
の
で

は
な
い
。
漢
奸
裁
判
で
問
題
に
な
っ
た

シ
ー
ン
、
日
本
と
中
国
の
習
慣
の
ち
が
い

を
象
徴
し
た
例
と
し
て
、
い
ま
だ
に
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁)



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
問
題
シ
ー
ン

戦
前
の
日
本
で
は
、
男
が
女
を
殴
る
こ

と
も
一
種
の
愛
情
表
現
で
、
殴
ら
れ
た
女

が
殴
っ
た
男
の
強
さ
や
思
い
や
り
に
感
激

し
、
改
め
て
愛
に
目
ざ
め
る
と
い
う
場
面

は
、
芝
居
や
ス
ク
リ
ー
ン
で
よ
く
見
う
け

ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
人
だ
け
に
つ
う

ず
る
表
現
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁)



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
問
題
シ
ー
ン

長
谷
川
一
夫
が
山
口
淑
子
扮
す
る
日
本

人
女
性
を
殴
り
、
そ
の
シ
ー
ン
を
み
て
い

る
観
客
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
問
題
は
な

か
っ
た
が
、
『
支
那
の
夜
』
で
日
本
人
男

性
に
殴
ら
れ
た
の
は
、
李
香
蘭
扮
す
る
中

国
娘
で
、
そ
れ
を
み
て
問
題
に
し
た
の
は

中
国
人
だ
っ
た
。
殴
ら
れ
た
の
に
相
手
に

惚
れ
こ
ん
で
い
く
の
は
、
中
国
人
に
と
っ

て
は
二
重
の
屈
辱
と
映
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁)



映
画
「
支
那
の
夜
」
の
問
題
シ
ー
ン

そ
の
行
動
様
式
を
、
侵
略
者
対
被
侵
略

者
の
日
中
関
係
に
お
き
か
え
て
み
た
一
般

の
中
国
人
観
客
は
、
日
本
人
の
よ
う
に
一

種
の
愛
情
表
現
と
み
な
し
て
感
動
す
る
ど

こ
ろ
か
、
日
本
人
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
憎

悪
と
反
撥
が
さ
ら
に
刺
激
さ
れ
た
。

映
画
の
教
宣
目
的
は
全
く
の
逆
効
果
で
、

抗
日
意
識
を
い
っ
そ
う
あ
お
る
結
果
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
一
三
八
頁)



第四章 『萬世流芳』



『
万
世
流
芳
』
の
合
作

〔
解
説
〕

日
本
は
中
国
人
向
け
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

映
画
を
制
作
す
る
た
め
、
満
映
、
華
北
電

影
、
中
華
電
影
の
三
つ
の
国
策
会
社
を
設

立
し
て
い
た
。

一
九
四
二
年(

昭
和
十
七
年)

、
陸
軍
は
三

社
を
集
め
て
大
陸
映
画
聯
盟
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
議
を
つ
う
じ
て
、
満
映
と

中
華
電
影
の
、
中
国
文
化
工
作
を
め
ぐ
る

路
線
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
満
映

は
中
華
電
影
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
を
制

作
し
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。

中
華
電
影
は
こ
う
し
た
批
判
を
か
わ
す

た
め
、
翌
四
三
年(

昭
和
十
八
年)

、
満
映
と

合
作
で
ア
ヘ
ン
戦
争
百
周
年
を
記
念
す
る

映
画
『
万
世
流
芳
』
を
制
作
し
た
。



中華電影(1939年)

川喜多長政 甘粕正彦中国に設立された日本の国策映画会社

華北電影(1939年)

満州映画協会(1937年)



李
香
蘭
が
所
属
し
て
い
た
満
州
映
画
協

会
の
理
事
長
は
、
甘
粕
正
彦
と
い
う
元
軍

人
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
あ
る
前
科
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
前
科
と
は
何
か
？

①
軍
隊
か
ら
の
脱
走

②
一
般
市
民
の
殺
害 Ｑ



甘
粕
正
彦(

一
八
九
一
～
一
九
四
五)

〔
解
説
〕

甘
粕
正
彦
は
、
一
九
一
二
年(
大
正
元

年)

、
陸
軍
士
官
学
校
卒
。

二
三
年
九
月
、
関
東
大
震
災
の
混
乱
に

乗
じ
て
無
政
府
主
義
者
の
大
杉
栄
と
婦
人

解
放
運
動
家
の
伊
藤
野
枝
、
大
杉
の
甥
で

七
歳
の
橘
宗
一
を
東
京
憲
兵
隊
本
部
に
連

行
し
て
絞
殺
し
た
。

甘
粕
は
軍
法
会
議
で
懲
役
一
〇
年
の
判

決
を
う
け
た
が
、
二
六
年
、
仮
出
所
し
、

軍
の
機
密
費
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
。

二
九
年
、
帰
国
す
る
と
満
州
に
渡
り
、

満
州
国
民
政
部
警
務
司
長
、
協
和
会
中
央

本
部
総
務
部
長
な
ど
を
経
て
、
満
州
映
画

協
会
理
事
長
に
就
任
し
た
。



上
海
に
設
立
さ
れ
た
中
華
電
影
の
最
高

責
任
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
の
配
給
会

社
を
経
営
し
て
い
た
川
喜
多
長
政
だ
っ
た
。

彼
は
軍
部
に
対
し
強
い
不
信
感
を
持
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

①
父
親
が
日
本
軍
の
憲
兵
に
殺
害
さ
れ

た
た
め

②
戦
時
下
に
映
画
な
ど
無
用
だ
と
非
難

さ
れ
た
た
め

Ｑ



川
喜
多
長
政(

一
九
〇
三
～
一
九
八
一)

〔
解
説
〕

川
喜
多
長
政
は
、
陸
軍
大
尉
川
喜
多
大

治
郎
の
次
男
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
た
。

五
歳
の
時
、
清
国
の
軍
官
学
校
に
教
官

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
父
・
大
治
郎
が
日

本
の
憲
兵
隊
に
殺
さ
れ
た
。

一
九
二
二
年
、
高
校
卒
業
後
、
北
京
、

ド
イ
ツ
に
留
学
。
帰
国
後
、
映
画
の
輸
入

配
給
会
社
・
東
和
商
事
を
設
立
。

三
九
年
、
中
華
電
影
の
責
任
者
と
な
り
、

「
中
国
人
の
作
っ
た
映
画
を
、
占
領
地
の

民
衆
に
見
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
映

画
に
も
親
し
む
よ
う
に
し
、
映
画
を
通
じ

て
日
中
友
好
を
と
げ
る
こ
と
」
を
目
標
に

軍
部
か
ら
の
圧
力
に
抵
抗
し
、
中
国
側
ス

タ
ッ
フ
に
自
由
な
映
画
制
作
を
行
わ
せ
た
。



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国。大陸三部作
「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映と中華電影が合
作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会を退社し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没



『
万
世
流
芳
』
の
合
作

こ
の
映
画
の
ミ
ソ
は‥

‥

日
本
人
か
ら

見
れ
ば
、
阿
片
戦
争
で
中
国
の
植
民
地
化

を
ね
ら
う
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
に
抵
抗
す

る
内
容
な
の
で
、
鬼
畜
米
英
に
つ
な
が
る

戦
意
高
揚
映
画
。
一
方
、
中
国
人
か
ら
み

れ
ば
、
外
敵(

日
本)

の
侵
略
と
戦
う
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
映
画
。

つ
ま
り
、
み
る
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
っ
て
解
釈
自
在
の
玉
虫
色
の
ス
ト
ー

リ
ー
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
六
四
頁)



『
万
世
流
芳
』
の
合
作

「
中
国
よ
、
立
ち
上
が
ろ
う
！
」
が
テ
ー

マ
の
『
萬
世
流
芳
』
は
、
一
九
四
三
年
六

月
に
封
切
ら
れ
る
と
大
変
な
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
観
客
動
員
数
は
中
国
映
画
は
じ

ま
っ
て
以
来
と
の
こ
と
だ
っ
た
。‥

‥

日
本
軍
占
領
区
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ

ず
上
映
さ
れ
た
。
川
喜
多
さ
ん
は
「
延
安

に
も
重
慶
に
も
フ
ィ
ル
ム
が
行
っ
て
い
る

よ
」
と
満
足
げ
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
六
八
～
九
頁)



満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

〔
解
説
〕

李
香
蘭
は
、
『
万
世
流
芳
』
に
出
演
し

た
後
の
記
者
会
見
で
、
中
国
人
の
記
者
か

ら
あ
る
質
問
を
受
け
る
。
そ
の
質
問
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
李
香
蘭
は
満
映
と
の

契
約
解
除
を
決
意
し
た
。



満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

北
京
飯
店
の
会
見
場
に
集
ま
っ
た
記
者

は
五
十
人
近
か
っ
た
。
記
者
会
見
は
、
李

氏
の
司
会
で
な
ご
や
か
に
進
ん
だ
。

「
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
」
と
李
氏
が
終
わ
り

を
告
げ
よ
う
と
し
た
と
き…

…

若
い
記
者

が
立
ち
あ
が
り
、
「
最
後
に
ひ
と
つ
だ
け

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

「
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
に
『
白
蘭
の
歌
』

や
『
支
那
の
夜
』
な
ど
一
連
の
日
本
映
画

に
出
演
さ
れ
た
真
意
を
う
か
が
い
た
い
。

あ
れ
ら
の
映
画
は
、
中
国
を
理
解
し
て
い

な
い
ど
こ
ろ
か
、
侮
辱
し
て
い
る
と
さ
え

思
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
中
国
人
で
し
ょ

う
？
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な

映
画
に
出
演
し
た
の
で
す
か
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

一
九
四
四
年
秋
、
甘
粕
理
事
長
に
面
会

を
求
め
た
。…

…

な
か
な
か
言
い
だ
せ
な

か
っ
た
が
、
思
い
き
っ
て
口
を
開
い
た
。

「
長
い
あ
い
だ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

「
私
は
、
中
国
人
に
な
り
す
ま
し
て
い
る

こ
と
が
、
も
う
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
と
中
国
と
の
板
ば
さ

み
に
な
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
苦
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
李
香
蘭
と
し
て
の
生
活
に
は
、

耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
契
約

を
解
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



甘粕正彦(1891～1945)

満
州
映
画
協
会
と
の
契
約
を
解
除

「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」

顔
を
上
げ
る
と
、
甘
粕
さ
ん
は
あ
の
丸

縁
の
眼
鏡
の
中
か
ら
、
例
の
照
れ
た
よ
う

な
表
情
で
少
し
笑
っ
て
、
そ
れ
か
ら
少
し

頭
を
か
い
た
。

「
あ
な
た
が
李
香
蘭
で
い
る
こ
と
の
不
自

然
さ
は
わ
た
し
に
も
わ
か
っ
て
い
た
。
満

州
国
や
満
映
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
あ
な
た
の
将
来
は
長
い
。
ど
う
か
自

分
の
思
う
道
を
す
す
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』(

新
潮
社
一
九
八
七
年)



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国。大陸三部作
「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会との契約を解除し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没



第五章 上海時代



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件(九・一八事件)

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天(瀋陽)に転居

1934年 14歳 父の友人を頼って北平(北京)の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京(長春)に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国。大陸三部作
「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影、中
華聯合製片公司が合作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会との契約を解除し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没



李香蘭(1920～)

服
部
良
一(

一
九
〇
七
～
九
三)

〔
解
説
〕

服
部
良
一
は
昭
和
を
代
表
す
る
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
作
曲
家
。
亡
命
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
・
エ

マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
か
ら
楽
理
を
学
び
、

一
九
三
六
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
専
属
作
曲

家
と
な
る
。

四
四
年
、
中
支
派
遣
軍
報
道
部
嘱
託
奏

任
官
佐
官
待
遇
と
し
て
上
海
に
渡
り
、
上

海
交
響
楽
団
を
指
揮
し
て
「
夜
来
香
幻
想

曲
」
を
発
表
し
た
。

服部良一(1907～93)



李香蘭(1920～)

「
夜
来
香
幻
想
曲
」

「
国
際
都
市
上
海
の
日
常
生
活
が
日
本
軍

に
よ
っ
て
平
和
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
軍
部
は
、
日
本
か

ら
山
田
耕
作
、
近
衛
秀
麿
な
ど
音
楽
界
の

重
鎮
、
巨
匠
を
招
い
て
そ
の
任
務
に
当
た

ら
せ
ま
し
た
。
」

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)

服部良一(1907～93)



李香蘭(1920～)

「
夜
来
香
幻
想
曲
」

「
し
か
し
、
彼
ら
は
軍
部
の
顔
色
ば
か
り

を
気
に
し
て
、
軍
部
か
ら
命
じ
ら
れ
る
ま

ま
に
、
軍
国
歌
謡
の
『
愛
国
行
進
曲
』
や

『
海
ゆ
か
ば
』
な
ど
を
主
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
に
し
た
音
楽
会
を
開
い
て
は
上
海
市

民
の
反
発
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
あ
わ
て
た
軍
部
は
、
『
上
海

は
ジ
ャ
ズ
の
都
で
あ
る
、
日
本
か
ら
誰
か

ジ
ャ
ズ
に
強
い
人
物
を
呼
べ
』
と
い
っ
て

ぼ
く
を
上
海
に
呼
ん
だ
の
で
す
。
」

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)

服部良一(1907～93)



「
夜
来
香
幻
想
曲
」

〔
解
説
〕

「
夜
来
香
幻
想
曲
」
の
リ
サ
イ
タ
ル
は

一
九
四
五
年
五
月
、
上
海
静
安
寺
路
に
あ

る
大
光
明
大
戯
院
で
開
催
さ
れ
た
。

大
光
明
大
戯
院
は
上
海
一
の
豪
華
な
劇

場
で
、
座
席
の
数
は
二
千
で
、
全
部
が
指

定
席
。

三
日
間
、
昼
夜
二
回
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
た
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
い
ず
れ
も
満
席

だ
っ
た
。山

口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
八
八
頁
よ
り)



「
夜
来
香
幻
想
曲
」

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
き
た
時
期

だ
っ
た
。
川
喜
多
さ
ん
も
中
川
中
尉
も
、

李
香
蘭
が
日
本
人
で
あ
る
と
知
っ
た
ら
中

国
人
は
聞
き
に
こ
な
い
だ
ろ
う
と
ハ
ラ
ハ

ラ
し
て
い
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
八
八
頁
よ
り)



ドラマ「李香蘭」(テレビ東京・角川映画 2007年)より



「
夜
来
香
幻
想
曲
」

蓋
を
あ
け
て
み
る
と
、
連
日
満
員
、
新

聞
の
批
評
も
好
評
だ
っ
た
。
切
符
は
売
り

き
れ
て
三
倍
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
た
。

劇
場
側
か
ら
は
引
き
つ
づ
き
一
週
間
の

続
演
を
要
望
さ
れ
た
が
、
私
は
ノ
ド
が
つ

ぶ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
こ
と
わ
っ

た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
八
八
頁)



「
夜
来
香
幻
想
曲
」

報
道
部
の
調
べ
に
よ
る
と
、
聴
衆
の
九

十
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
中
国
人
と
租
界
に

住
む
外
国
人
だ
っ
た
。

服
部
さ
ん
は
「
音
楽
に
国
境
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
実
感
し
て
わ
か
っ
た
。
音

符
は
世
界
共
通
の
言
葉
だ
」
と
し
み
じ
み

語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
二
八
八
頁)



第六節 敗戦と漢奸裁判



終
戦終

戦
を
迎
え
た
上
海
は
ガ
ラ
リ
と
様
子

が
か
わ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中

国
人
と
日
本
人
の
地
位
は
逆
転
し
た
。
き

の
う
ま
で
の
支
配
者
は
も
う
敗
戦
国
の
群

衆
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
七
頁)



服部良一(1907～93) 李香蘭(1920～)陳歌辛(1914～61)

で
は
、
日
本
の
占
領
下
で
交
流
を
重
ね

た
日
中
の
文
化
人
の
関
係
は
、
ど
う
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

服
部
良
一
は
後
年
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。



服部良一(1907～93) 李香蘭(1920～)陳歌辛(1914～61)

終
戦八

月
一
五
日
、
終
戦
の
日
を
服
部
さ
ん

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
迎
え
た
。…

…

自
室

に
帰
る
と
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
陳
歌

辛
か
ら
だ
っ
た
。

「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ミ
ス

タ
ー
・
ハ
ッ
ト
リ
」

「
何
が
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

ぼ
く
の
国
は
負
け
た
ん
だ
」

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)



陳
歌
辛
（
一
九
一
四
～
六
一
）

陳
歌
辛
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

代
に
か
け
て
、

上
海
で
活
躍
し
た
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
作
曲
家
。
「
玫
瑰

玫
瑰

我
愛

你
」
、｢

花
様
年
華
」
な
ど
、
数
多
く
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
飛
ば
し
た
。

戦
時
中
は
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
服

部
良
一
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

http://gangchen.nease.net/photos/a1/images/008_jpg.jpg


服部良一(1907～93) 陳歌辛(1914～61)

終
戦

「
ノ
ー
。
戦
争
を
し
て
い
た
の
は
我
々
の

国
で
、
我
々
音
楽
家
同
士
が
戦
争
を
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
、

こ
れ
で
あ
な
た
と
私
は
軍
を
気
に
せ
ず

堂
々
と
付
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す‥
‥

今
晩
、
酒
を
持
っ
て
行
き
ま
す
か

ら
、
待
っ
て
い
て
下
さ
い
」

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)



服部良一(1907～93) 李香蘭(1920～)陳歌辛(1914～61)

終
戦服

部
さ
ん
は
上
海
に
来
て
以
来
、
彼
ら

と
親
し
く
付
き
合
っ
て
き
た
が
、
「
自
分

は
敵
味
方
関
係
な
く
付
き
合
っ
て
い
る
つ

も
り
だ
が
、
彼
ら
は
も
し
か
し
て
日
本
が

上
海
の
支
配
者
で
あ
る
か
ら
自
分
に
対
し

て
友
情
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
心
の
ど
こ
か
で
疑
っ
て
い
た
こ

と
は
否
定
出
来
な
か
っ
た
。

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)



服部良一(1907～93) 李香蘭(1920～)陳歌辛(1914～61)

終
戦し

か
し
、
こ
の
時
、
死
を
覚
悟
し
て
自

分
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
く
れ
る
彼
ら

の
真
の
友
情
に
、
服
部
さ
ん
は
自
分
の
抱

い
た
疑
念
を
恥
じ
た
。

彼
ら
は
以
前
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い

態
度
で
服
部
さ
ん
に
接
し
、
何
度
も
や
っ

て
来
て
は
悠
々
と
帰
っ
て
い
っ
た
。

上
田
賢
一
著
『
上
海
ブ
ギ
ウ
ギ─

─

服
部
良
一
の
冒
険
』

(

音
楽
の
友
社
、
二
〇
〇
三
年)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

(

終
戦
後
、)

国
民
政
府
は
汪
兆
銘
政
府

の
陳
公
博
首
相
以
下
、
要
人
の
身
柄
引
き

渡
し
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
漢
奸
裁
判

の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

李
香
蘭
の
名
は
壁
新
聞
に
日
本
関
係
女

性
漢
奸
と
し
て
、
川
島
芳
子
、
東
京
ロ
ー

ズ
と
と
も
に
、
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

「
中
国
人
で
あ
り
な
が
ら
中
国
を
冒
涜
す

る
映
画
に
出
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
大
陸
政
策
に
協
力
し
中
国
を
裏
切
っ

た
」─

─
─

そ
れ
が
私
の
罪
状
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
〇
七
頁)



川
島
芳
子
（
一
九
〇
七
～
四
八
）

〔
解
説
〕

清
朝
の
皇
族
・
粛
親
王
の
第
十
四
王
女
、

本
名
は
愛
新
覺
羅
顯
㺭
。
粛
親
王
の
顧
問

だ
っ
た
川
島
浪
速
の
養
女
と
な
り
日
本
で

教
育
を
受
け
た
。

清
朝
復
興
の
た
め
、
日
本
軍
の
工
作
員

と
し
て
諜
報
活
動
に
従
事
し
た
容
疑
で
、

戦
後
、
漢
奸
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。

川島芳子（1907～48）



漢
奸
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
李
香
蘭
は
、

あ
る
も
の
に
よ
っ
て
無
罪
を
立
証
し
よ
う

と
し
た
。
そ
の
あ
る
も
の
と
は
何
か
？

①
日
本
の
戸
籍
謄
本

②
川
喜
多
長
政
や
服
部
良
一
ら
の
証
言



NHK BSプレミアム 世界・わが心の旅「李香蘭～遥かなる旅路」より



終
戦
と
漢
奸
裁
判

い
つ
も
玄
関
の
脇
に
見
張
り
番
で
立
っ

て
い
る
若
い
兵
士
が
あ
る
日
「
使
い
の
人

が
持
っ
て
き
た
」
と
、
小
さ
な
長
方
形
の

木
箱
を
差
し
だ
し
た
。
い
っ
た
ん
ほ
ど
い

て
中
を
点
検
し
た
と
み
え
、
新
聞
紙
と
ハ

ト
ロ
ン
紙
と
細
ひ
も
が
添
え
て
あ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
〇
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

こ
の
こ
ろ
に
は
、
若
い
兵
士
は
、
私
た

ち
に
す
っ
か
り
打
ち
と
け
て
い
た
。
彼
は

大
学
生
で
、
在
学
中
に
入
隊
し
参
戦
し
た

が
、
「
戦
争
は
も
う
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら

早
く
教
室
に
帰
り
た
い
」
な
ど
と
語
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
〇
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

彼
が
と
り
つ
い
だ
木
箱
の
蓋
を
開
け
た

と
た
ん
、
私
は
思
わ
ず
声
を
あ
げ
た
。
木

箱
の
中
身
は
古
び
た
小
さ
な
日
本
人
形
・

藤
娘
だ
っ
た
。

こ
れ
は
幼
い
こ
ろ
母
が
日
本
か
ら
私
の

た
め
に
買
い
も
と
め
て
く
れ
た
も
の
で
、

撫
順
、
奉
天
、
北
京
と
、
ど
こ
へ
引
越
し

て
も
私
の
部
屋
の
タ
ン
ス
の
上
に
飾
っ
て

お
い
た
懐
か
し
い
人
形
で
あ
る
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
〇
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

「
北
京
に
い
る
母
が
届
け
て
く
れ
た
の
だ

わ
。
私
の
大
好
き
な
人
形
な
の
よ
」
と
説

明
す
る
と
、
兵
士
は
「
よ
か
っ
た
で
す

ね
」
と
そ
れ
以
上
あ
ら
た
め
ず
に
引
き

退
っ
て
い
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
〇
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

川
喜
多
さ
ん
た
ち
と
中
を
あ
ら
た
め
て

み
た
が
、
手
紙
ら
し
い
も
の
は
入
っ
て
い

な
い
。‥

‥

し
げ
し
げ
と
見
つ
め
る
と
帯

の
一
部
に
ど
こ
と
な
く
不
自
然
な
ほ
こ
ろ

び
の
跡
が
あ
っ
た
。

帯
を
解
い
て
い
く
と
、
そ
の
布
地
の
内

側
に
、
薄
い
紙
切
れ
が
、
細
長
く
た
だ
ん

で
縫
い
こ
ま
れ
て
あ
っ
た
。
震
え
る
手
で

広
げ
て
い
く
と
、
そ
れ
は
し
み
の
に
じ
ん

だ
半
紙
、
山
口
家
の
戸
籍
謄
本
だ
っ
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
〇
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

二
月
中
旬
、
私
は
軍
事
裁
判
所
の
法
廷

に
召
喚
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
取
調
べ
は

何
度
か
受
け
た
け
れ
ど
、
裁
判
官
の
居
な

ら
ぶ
法
廷
の
被
告
席
に
す
わ
る
の
は
は
じ

め
て
だ
っ
た
。
法
廷
は
軍
政
部
の
一
室
で
、

私
た
ち
の
前
の
小
高
い
机
に
は
十
人
ぐ
ら

い
の
軍
服
姿
や
私
服
姿
の
係
官
が
横
に
な

ら
ん
で
い
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
三
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

書
記
官
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
調
べ
に
つ

い
て
説
明
し
、
戸
籍
謄
本
と
そ
の
信
憑
性

に
関
し
て
報
告
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
裁

判
長
が
、
「
こ
れ
で
漢
奸
の
容
疑
は
晴
れ

た
。
無
罪
」
と
宣
言
し
て
、
小
さ
な
木
槌

を
ト
ン
と
打
っ
た
。
そ
れ
か
ら
「
た
だ
し

全
然
、
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
つ
け
加
え
た
。

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
三
頁)



終
戦
と
漢
奸
裁
判

「
こ
の
裁
判
の
目
的
は
、
中
国
人
で
あ
り

な
が
ら
中
国
を
裏
切
っ
た
漢
奸
罪
を
裁
く

こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
日
本
国
籍
を
完

全
に
立
証
し
た
あ
な
た
は
無
罪
だ
。
し
か

し
、
一
つ
だ
け
倫
理
上
、
道
義
上
の
問
題

が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
人
の
芸

名
で
『
支
那
の
夜
』
な
ど
一
連
の
映
画
に

出
演
し
た
こ
と
だ
。
法
律
上
、
漢
奸
裁
判

に
は
関
係
な
い
が
、
遺
憾
な
こ
と
だ
と
本

法
廷
は
考
え
る
。
」

山
口
淑
子
『
李
香
蘭
～
私
の
半
生
』

(

新
潮
社
一
九
八
七
年
、
三
三
三
頁)



ドラマ李香蘭(テレビ東京・角川映画 2007年)より



西暦 年齢 李香蘭(山口淑子)略年譜

1920年 0歳 旧満州(中国東北部)の撫順に生まれる

1931年 11歳 柳条湖事件（九・一八事件）

1932年 12歳 平頂山事件

1933年 13歳 撫順から奉天に転居。

1934年 14歳 父の友人を頼って北京の翊教女学校に留学

1937年 17歳 盧溝橋事件(七・七事変)

1938年 18歳 新京に移り、満州映画協会の専属女優となる

1939年 19歳
満州建国博覧会に参加するため帰国し、大陸三部作
「白蘭の歌」「支那の夜」「熱砂の誓い」を撮影

1943年 23歳
アヘン戦争100周年を記念して満映、中華電影が合
作した映画『万世流芳』に出演

1944年 24歳 満州映画協会との契約を解除し、上海に移る

1945年 25歳
上海陸軍報道部の班員であった服部良一の企画によ
り「夜来香ラプソディー」を開催

1946年 26歳 漢奸の容疑で軍事裁判を受けるが、無罪となり帰国

1974年 54歳 自民党公認で参議院議員選挙に出馬し当選(～92年)

1993年 73歳 勲二等宝冠章を授与される

2014年 94歳 没



川喜多長政 李香蘭

終
戦
と
漢
奸
裁
判

李
香
蘭
と
川
喜
多
長
政
、
服
部
良
一
ら

は
そ
の
後
、
無
事
日
本
に
帰
国
し
た
。

一
方
、
川
島
芳
子
と
甘
粕
正
彦
、
陳
歌

辛
ら
は―

―



川
島
芳
子
（
一
九
〇
七
～
四
八
）

〔
解
説
〕

川
島
浪
速
の
養
女
と
な
っ
て
い
た
芳
子

(

愛
新
覺
羅
顯
㺭)
は
、
李
香
蘭
と
同
じ
く

日
本
の
戸
籍
に
よ
っ
て
無
罪
を
証
明
し
よ

う
と
し
た
。

し
か
し
、
浪
速
は
芳
子
を
日
本
の
戸
籍

に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
漢
奸
裁
判

で
有
罪
と
な
り
、
銃
殺
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

川島芳子（1907～48）



陳
歌
辛
（
一
九
一
四
～
六
一
）

〔
解
説
〕

陳
歌
辛
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
の

一
九
五
七
年
に
起
こ
っ
た
反
右
派
闘
争
で
、

右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
労
働
改
造

の
た
め
安
徽
省
白
茅
嶺
農
場
に
送
ら
れ
た
。

一
九
六
一
年
、
農
場
で
の
栄
養
不
良
の

た
め
、
四
五
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

陳歌辛(1914～61)

http://gangchen.nease.net/photos/a1/images/008_jpg.jpg


甘粕正彦(1891～1945)

甘
粕
正
彦(

一
八
九
一
～
一
九
四
五)

李
香
蘭
が
満
映
を
去
っ
て
か
ら
九
ヵ
月

後
の
一
九
四
五
年
八
月
二
十
日
、
ソ
連
軍

が
新
京
に
進
入
し
た
。

甘
粕
正
彦
は
理
事
長
室
で
青
酸
カ
リ
を

あ
お
い
で
自
殺
し
た
。
そ
の
場
に
い
た
内

田
吐
夢
監
督
が
口
に
塩
を
含
ま
せ
、
足
を

上
に
し
て
、
吐
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
無

駄
だ
っ
た
。
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